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月
か
ら
の
新
た
な
診
療
報
酬
で
、有
料

老
人
ホ
ー
ム
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
へ

の
訪
問
診
療
の
大
幅
な
減
額
案
が
現
場
を
混
乱

さ
せ
た
。土
壇
場
で
改
良
が
加
え
ら
れ
た
も
の
の
、

“
火
種
”を
残
す
見
切
り
発
車
だ
。

　“
集
団
診
療
”は

　
大
幅
切
り
下
げ

　
訪
問
診
療
料
や
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
は
、

個
々
の
自
宅
を
訪
ね
、在
宅
療
養
を
支
え
る
狙

い
で
設
け
ら
れ
た
。自
宅
扱
い
の
認
知
症
高
齢

者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、有
料
老
人
ホ
ー
ム
、サ
ー

ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
等（
総
称
で「
特
定
施
設

等
」）も
対
象
に
さ
れ
る
。た
だ
し
、一
カ
所
の
建

物
で
多
数
の
入
所
者
を
診
る
違
い
か
ら
報
酬
上

で
格
差
が
つ
け
ら
れ
た
。

　
今
回
は
、通
常
の
訪
問
診
療
料
で
8
3
3
0

円（
改
定
前
8
3
0
0
円
）、同
じ
日
に
多
人
数

を
診
る
こ
と
が
で
き
る
特
定
施
設
は
2
0
3
0

円（
同
4
0
0
0
円
）、
集
合
住
宅
等
で
は

1
0
3
0
円（
同
2
0
0
0
円
）と
値
引
き
が
徹

底
さ
れ
た（
特
定
施
設
や
集
合
住
宅
で
医
師
が

1
日
1
人
を
診
る
際
は
減
額
な
し
で
8
3
3
0

円
）。

　
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料（
在
総
管
）と
特
定

施
設
入
居
時
等
医
学
総
合
管
理
料（
特
医
総
管
）

に
つ
い
て
も
、た
と
え
ば
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
・

同
支
援
病
院
が
療
養
指
導
に
あ
た
る
ケ
ー
ス
で

通
常
の
在
総
管
は
月
額
4
万
5
0
0
0
円
、特

医
総
管
は
同
3
万
3
0
0
0
円（
処
方
箋
な
し
）。

こ
れ
に
比
べ
同
一
日
・
同
一
建
物
で
複
数
の
患

者
を
診
る
と
在
総
管
は
1
万
3
0
0
0
円
、特

医
総
管
は
1
万
2
0
0
円
に
大
幅
値
引
き
さ
れ

る（
図
参
照
）。

　「
経
営
が
成
り
立
た
な
い
」「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
や
サ
ー
ビ
ス
付
き
住
宅
の
普
及
を
勧
め
る
厚

労
省
の
基
本
方
針
に
反
す
る
」「
有
料
老
人
ホ
ー

ム
へ
の
訪
問
診
療
を
断
ら
れ
る
」と
現
場
で
は

反
発
や
困
惑
が
広
が
っ
た
。

　「
通
知
」に
よ
る

　
改
良
策
の
提
示

　
厚
労
省
は
3
月
5
日
付
け
で
通
知「
在
宅
医

療
の
適
正
化
に
係
わ
る
対
応
」を
示
し
た
。

　
ま
ず
、訪
問
診
療
の
対
象
者
は「
通
院
が
困
難

な
者
」と
改
め
て
明
示
さ
れ
た
。診
療
所
等
へ
通

え
る
人
、付
き
添
い
が
あ
れ
ば
通
え
る
人
ま
で

対
象
に
す
る
例
は
少
な
く
な
い
よ
う
だ
。も
っ

と
も
認
知
症
、精
神
疾
患
、社
会
的
な
孤
立
な
ど

で
通
院
困
難
者
も
い
る
。「
そ
の
場
合
は
レ
セ
プ

4

大幅な報酬引き下げは
是か非か

訪問診療
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厚労省資料を基に作成

患者は 82歳の女性・高齢者向けマンションで療養中（高血圧症と糖尿病）
他の入所者と共に「在宅療養支援診療所」の訪問診療（処方箋なし）を受ける。

月 2 回以上のうち 1 回は個別の訪問診療を実施した際は減額されない。

在宅患者訪問診療料　（同一建物）
 200 点×月 2回
在宅時医学総合管理料
 4500 点×月 1回
 小計　4900点

 月額４万 9000円　　自己負担 4900円
　　　　　　　　　（他に投薬及び材料等）

在宅患者訪問診療料　（同一建物）
 103 点×月 2回
在宅時医学総合管理料（同一建物）
 1300 点×月 1回
　 小計　1506点

 月額 1万 5060円　　自己負担 1506円
 （他に投薬及び材料等）

2014年 4月以降従　　来

ト
等
に
訪
問
診
療
が
必
要
な
理
由
の
記
載
を
求

め
る
」と
さ
れ
た
。

　
同
一
建
物
で
あ
っ
て
も「
医
師
が
1
日
1
人

し
か
診
療
し
な
い
場
合
は
高
い
点
数
が
算
定
で

き
る
」と
強
調
さ
れ
た
。ま
た
、同
一
建
物
の
複

数
患
者
で
も
①
同
じ
日
に
診
察
し
た
夫
婦
②
緊

急
の
往
診
を
実
施
し
た
患
者
③
末
期
が
ん
患
者

④
看
取
り
に
至
っ
た
患
者
な
ど
は
原
則
的
に
患

者
数
に
カ
ウ
ン
ト
し
な
い（
つ
ま
り
管
理
料
は

減
額
さ
れ
な
い
）。

　
さ
ら
に
、大
幅
な
譲
歩
は「
同
一
建
物
に
お
け

る
管
理
料（
在
総
管
、特
医
総
管
）の
減
額
は
、月

1
回
訪
問
診
療
料
の
同
一
建
物
以
外
の
場
合
を

算
定
し
た
場
合
は
行
わ
な
い
」と
さ
れ
た
こ
と
だ
。

　
具
体
的
に
は
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
な
ど
で
、た
と
え
ば
1
回
目
は
10
人
の

入
居
者
を
ま
と
め
て
診
る
、2
回
目
は
一
人
ひ

と
り
違
う
日
に
再
訪
し
、時
間
を
か
け
て
診
る（
同

一
建
物
以
外
の
扱
い
）。そ
ん
な
対
応
は
減
額
さ

れ
な
い
、と
い
う
こ
と
だ
。

　
何
と
も
複
雑
で
、現
場
で
対
処
で
き
る
の
か
、

保
険
者
側
も
診
療
状
況
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
の

か
。

　
　
二
律
背
反
を

　
い
か
に
乗
り
越
え
る
か

　
大
幅
減
額
の
方
針
は
、集
合
住
宅
や
施
設
の

高
齢
患
者
を
医
師
に
紹
介
し
て
診
療
報
酬
の
一

部
を
仲
介
料
に
す
る「
患
者
紹
介
ビ
ジ
ネ
ス
」の

発
覚
も
背
景
に
し
て
い
る
。「
経
済
的
誘
因
に
よ

る
患
者
紹
介
を
受
け
る
こ
と
を
禁
止
す
る
」と

さ
れ
た
の
も
当
然
だ
。た
だ
し
、そ
の
あ
お
り
で

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
の
教
授
を
経
て
、

目
白
大
学
生
涯
福
祉
研
究
科
・
客
員
教
授
。厚
生
労
働
省「
社
会
保
険
審
議
会
」

委
員
、財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
」会
長
も
務
め
る
。

良
心
的
な
訪
問
診
療
ま
で
巻
き
込
ま
れ
る
恐
れ

は
残
る
。

　
通
知
で
は「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
等

の
施
設
の
医
師
確
保
は
、施
設
団
体
が
窓
口
を

作
り
、医
師
会
が
仲
介
す
る
」と
の
一
文
が
わ
ざ

わ
ざ
付
け
加
え
ら
れ
た
。今
回
の
大
幅
減
額
で

訪
問
診
療
を
止
め
る
診
療
所
等
が
出
る
事
態
を

厚
労
省
も
気
に
し
て
い
る
。

　「
ま
じ
め
に
在
宅
医
療
を
さ
れ
て
い
る
医
療

機
関
が
多
く
、診
療
報
酬
だ
け
で
対
応
す
る
の

は
難
し
い
。今
回
の
対
応
を
踏
ま
え
て
、ど
う
い

う
動
き
が
あ
る
の
か
を
引
き
続
き
注
視
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」（
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議

会
の
森
田
朗
・
会
長
、週
刊
社
会
保
障
3
月
3
日

号
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
）。

　
ま
る
で“
団
体
客
”を
相
手
に
す
る
よ
う
な
訪

問
診
療
は
本
道
で
は
な
い
。だ
が
、各
地
で
訪
問

診
療
の
空
白
地
帯
は
余
り
に
も
多
く
、質
を
維

持
し
な
が
ら
量
的
な
拡
大
を
図
る
二
律
背
反
の

現
実
に
直
面
し
て
い
る
。

　
報
酬
で
の
誘
導
だ
け
に
頼
ら
な
い
枠
組
み
を

考
え
る
時
期
を
迎
え
た
。

在宅で同一日・同一建物での診療報酬の減額事例


